
   
 

                           平成２９年９月２６日 

                      水 管 理 ・ 国 土 保 全 局 

 

九州北部豪雨等の豪雨を踏まえた緊急対策について     

～花月川等の改良復旧に着手するとともに全国の中小河川の緊急点検を実施します～ 

  

  平成 29 年７月九州北部豪雨をはじめとする豪雨によって各地で被害が

発生していることを踏まえ、国土交通省は、以下のとおり緊急的な対策を

実施します。 

   

 

Ⅰ 九州北部豪雨等の豪雨災害への対策 

    本年は、九州北部豪雨に加え、６月～８月にかけて各地で豪雨が

発生し、人命被害や家屋被害など甚大な被害が発生しています。こ

のため、国土交通省は、災害復旧に迅速に取り組むとともに、同規

模の豪雨が発生した場合でも同様の被害が発生することのないよ

う、このたび、被災した花月川、雄物川等において、災害対策等緊

急事業推進費により治水機能を強化する改良復旧に着手することと

し、速やかに地域の安全性の向上を図ってまいります。  
 

（注）九州北部豪雨については、「筑後川右岸流域 河川･砂防復旧技術検討委員会」

を設置して、九州北部豪雨の被害実態を把握・分析するとともに、河川事業

と砂防事業とが連携した土砂・流木対策や地域の安全性の確保方策等を議論

しているところです。今後、１１月を目処に報告書をとりまとめることとし

ており、その後、九州北部豪雨で被災した県管理河川において必要な対策を

進めてまいります。 

 

Ⅱ 全国の中小河川の緊急点検 

九州北部豪雨等の豪雨災害による中小河川の氾濫など、近年の豪雨

災害の特徴を踏まえ、全国における水防災意識社会の再構築に向け、

国土交通省は、都道府県と連携して①土砂・流木による被害の危険

性、②再度の氾濫発生の危険性、③水位把握の必要箇所等について、

全国の中小河川で緊急点検を実施します。１１月末を目処に点検結

果と対応策をとりまとめます。尚、①土砂・流木による被害の危険

性については、林野庁とも連携して実施します。 
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Ⅰ 九州北部豪雨等の豪雨災害への対策 
 

 ＜災害対策等緊急事業推進費（※１）＞・・・・・・・・・・資料－１ 
筑後川水系花月川（国）：河道掘削 等 
筑後川水系筑後川（国）：河道掘削 等  
遠賀川水系彦山川（国）：河道掘削、護岸整備 等 
山国川水系山国川（国）：河道掘削 等 

 雄物川水系雄物川（国）：河道掘削、堤防嵩上げ（※２） 等 
   
 

（参考） 
以下の河川についても、災害対策等緊急事業推進費を活用して対策を実施。 
 阿賀野川水系田の口沢川（福島県）：河道掘削、護岸整備 等 
 庄内川水系合瀬川（愛知県）    ：築堤、河道掘削 等 
 都田川水系神宮寺川（静岡県）   ：築堤、河道掘削 等 

     佐野川水系佐野川（和歌山県）   ：橋りょう改築、護岸整備 等 
    

（参考 URL） 
     http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudokeikaku_tk4_000002.html 
 

※１ 災害対策等緊急事業推進費は、年度途中に発生した自然災害による被災
地域や重大な交通事故が発生した地域において、当初予算では対応しき
れない対策に年度内に緊急に予算支援する制度です。 

 
※２ 堤防嵩上げは概ね 5 年間で雄物川の氾濫による家屋浸水被害を解消 

する激甚災害対策特別緊急事業の初年度として実施。 
 

 
Ⅱ 全国の中小河川の緊急点検・・・・・・・・・・・資料－２ 

① 土砂･流木対策  
② 再度の氾濫防止対策 
③ 水位把握 

 
 
 
 
 ≪問い合わせ先≫ 

国土交通省水管理・国土保全局 

[全般]           河川計画課 小澤、松葉（内線 35-352、35-376） 

[Ⅰ（国管理河川）]     治水課   森久保、青山（内線 35-514、35-516） 

[Ⅱ①土砂･流木対策]     砂防計画課 林、山上（内線 36-132、36-133） 

[Ⅱ②再度の氾濫防止対策]  治水課   森久保、上野（内線 35-514、35-612） 

[Ⅱ③水位把握]         河川計画課 佐渡、村上（内線 35-375、35-394） 

 

   代表 03-5253-8111、直通 03-5253-8445、ＦＡＸ 03-5253-1602 
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水
へ
の
緊
急
的
な
対
応
と
し
て
、
災
害
対
策
等
緊
急
事
業
推
進
費
（
推
進
費
）
を
活
用
し
て
、
今
年
度
よ
り
河
道
掘
削
（
一
般
改
修
）
や
築
堤
（
激
特
事
業
）
を
実
施
。

・
今
回
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
雄
物
川
中
流
部
に
お
け
る
堤
防
整
備
等
を
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
（
激
特
事
業
）
と
し
て
概
ね
５
年
間
で
築
堤
や
輪
中
堤
等
の

整
備
を
行
い
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
家
屋
の
浸
水
被
害
を
解
消
す
る
。

じ
ん
ぐ
う
じ

神
宮
寺

椿
川

つ
ば
き
か
わ

秋
田
市

大
仙
市

大
仙
市

H2
9.
7洪

水
浸
水
範
囲
（
外
水
）

基
準
点
・
主
要
地
点

0k
20

k

30
k

40
k

50
k

60
k

河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
の
概
要

■
事

業
費

約
２
１
８
億
円
（
推
進
費
５
．
８
億
円
含
む
）

■
整
備
内
容

築
堤
、
堤
防
嵩
上
げ
、
輪
中
堤

等

■
事
業
期
間

平
成
２
９
年
度
～
平
成
３
４
年
度

日 本 海

河
道
掘
削

▽
計
画
高
水
位

平
水
位

輪
中
堤

輪
中
堤

※
７
地
区
整
備
予
定

秋
田
市

雄
物
川

築
堤
（
無
堤
部
）
※
イ
メ
ー
ジ
図

H
2
9
.7
洪
水
対
応

凡
例

：
整
備
済
み

：
堤
防
嵩
上
げ

：
築
堤
（
無
堤
部
）

：
河
道
掘
削

秋
田
自
動
車
道

秋
田
新
幹
線

日 本 海 沿 岸 東 北 自 動 車 道

淀 川 →

堤
防
嵩
上
げ

H
2
9
.7
洪
水
対
応

既
設
堤
防

河
道
掘
削

可
能
な
限
り
迅
速
に
家
屋
浸
水
リ
ス
ク
を

軽
減
さ
せ
る
対
策
（
輪
中
堤
）
※
イ
メ
ー
ジ
図

河
道
掘
削

17
0,
00
0m
3

事
業

費
1,
72
0百

万
円

H
29
推
進
費
（
一
般
改
修
）

H
29
推
進
費
（
激
特
事
業
）

堤
防
嵩
上
げ

6
,
8
0
0
m

事
業

費
5
8
0百

万
円

河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
区
間

お
も

の

堤
防
嵩
上
げ
※
イ
メ
ー
ジ
図
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全
国
の
中
小
河
川
の
緊
急
点
検

背
景
及
び
課
題

点
検
概
要

（
土
砂
や
流
木
の
流
出
）

・
九
州
北
部
豪
雨
で
は
、
局
地
的
か
つ
猛
烈
な
降
雨
に
よ
り
、
急
流
河
川
な
ど
で
大
量
の
土
砂
や
流
木
が
発
生
し
被
害
が
拡
大
。
一
方
、
透
過
型

砂
防
堰
堤
（
※
）
等
が
整
備
さ
れ
て
い
た
箇
所
で
は
、
流
木
を
捕
捉
し
家
屋
被
害
等
を
防
止
で
き
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

（
度
重
な
る
浸
水
被
害
）

・
近
年
、
中
小
河
川
で
越
水
等
に
よ
り
度
重
な
る
浸
水
被
害
が
発
生
。
治
水
安
全
度
が
低
い
中
小
河
川
も
多
く
、
再
度
の
氾
濫
発
生
の
危
険

性
が
高
い
。

（
水
位
把
握
が
困
難
）

・
避
難
の
状
況
判
断
や
河
川
計
画
等
の
策
定
の
た
め
の
水
位
計
の
設
置
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
洪
水
時
に
お
け
る
河
川
水
位
等
の
現
況
把
握
が

困
難
。 項
目

点
検
の
内
容

①
土
砂
・
流
木
対
策

対
象
：
谷
底
平
野
を
流
れ
る
河
川
、
過
去
に
土
砂
・
流
木
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
履
歴
が
あ
る
河
川

①
氾
濫
発
生
の
危
険
度
（
流
下
能
力
、
砂
防
施
設
（
土
砂
･流
木
捕
捉
）
の
整
備
状
況
、
被
災
履
歴
）

②
想
定
さ
れ
る
被
害
（
浸
水
･土
砂
氾
濫
に
よ
る
被
害
想
定
家
屋
数
、
面
積
）

③
土
砂
・
流
木
氾
濫
に
よ
る
被
害
が
想
定
さ
れ
る
重
要
施
設
（
県
庁
、
市
町
村
役
場
、
救
急
指
定
病
院
、
要
配

慮
者
利
用
施
設
等
）

②
再
度
の

氾
濫
防
止
対
策

対
象
：
全
国
の
中
小
河
川
（
重
要
水
防
箇
所
）

①
氾
濫
発
生
の
危
険
度
（
流
下
能
力
、
被
災
履
歴
）

②
想
定
さ
れ
る
被
害
（
浸
水
想
定
家
屋
数
、
面
積
）

③
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
重
要
施
設
（
県
庁
、
市
町
村
役
場
、
救
急
指
定
病
院
、
要
配
慮
者
利
用
施
設
等
）

④
各
河
川
の
特
性
を
踏
ま
え
た
有
効
な
治
水
対
策

③
水
位
把
握

対
象
：
全
国
の
中
小
河
川

①
各
河
川
に
お
け
る
水
位
計
の
設
置
状
況

②
水
位
把
握
の
必
要
箇
所
の
抽
出

ハ ー ド ・ ソ フ ト 対 策 の

重 点 的 な 実 施

対 策 が 必 要 な 箇 所 の 抽 出

9月
末

点
検
開
始

点
検
結
果
と
り
ま
と
め
予
定

11
月
末

資
料
２

※
砂
防
堰
堤
の
形
式
の
一
つ
で
、
堤
体
に
鋼
製
格
子
構
造
な
ど
の
開
口
部
を
有
す
る
た
め
流
木
を
捕
捉
す
る
効
果
が
高
い
。
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（
参
考
）
平
成

29
年

7月
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
被
害

国
際
航
業
株
式
会
社
・
株
式
会
社
パ
ス
コ
共
同
撮
影

土
砂
・
流
木
の
流
出
（
赤
谷
川
）

○
○
が
わ

か
つ
ら
が
わ

あ
か
た
に
が
わ

浸
水
被
害
（
桂
川
）

砂
防
堰
堤
に
よ
る
流
木
の
捕
捉
状
況
（
妙
見
川
）

み
ょ
う
け
ん
が
わ

山
腹
崩
壊
（
北
川
）

き
た
が
わ
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